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総研大学融合共同研究「オーロラと人間社会の過去・現在・未来」（平成27年度の構成図）



夜空を見て宇宙に思いを馳せる
のは科学者だけではない。
• 人類は古くからオーロラ等の天の異変を観察して記録
に残し、現代では多くの人がデジカメで撮影したオーロ
ラ写真をSNSに掲載している。

• 本研究の目的は、第一に人々が残したこれらの資産
を自然科学に活かすことであり、さらにはそれを通して
市民参加型の科学研究のあり方について実践的に考
察することである。研究期間内に達成を目指すのは以
下の2つコンテンツを有するウェブサイトの構築である。

１．歴史的な古文献中のオーロラ及び太陽黒点記録のアーカイブ

既存の中国語文献データベースを用いたサーベイと日本語文献の画像
検索による、過去のオーロラ発生率・発生分布の研究

２．市民参加型のオーロラ監視データの収集と公開

市民からの専用サイトへの画像・映像投稿によるオーロラ発生率マップと
現在のオーロラ分布図表示、およびTwitter検索等による影響追跡



史料中のオーロラの絵図
オーロラ＝「赤氣」

日本の赤氣 中国でも氣雲

猿猴庵随観図絵、国立国会図書館蔵
天元玉暦祥異賦、国立公文書館蔵
佐々木聡氏提供

どう描いたか？なぜ記録した？も興味深い



名寄市天文台・中島さんが撮影した「赤気」

2015/03/17



Direction to 150E, 55N
▼

N(180) Azimuth=230
▼

Courtesy of Suzuki



オーロラ写真を投稿して研究に
参加できるウェブサイトを構築。

投稿したオーロラ写真はギャラリーに紹介される。
超レアな紫の脈動オーロラも

空間表示「マップ」と、時間表示「タイムライン」で構成される4次元的なウェブサイトを公開中

市民参加型オーロラ監視ネットワーク＆古典オーロラ・アーカイブ



NASA宇宙飛行士のオーロラ画像も利用する
ここに過去の「赤気」もマップしたい

１．空間表示「マップ」：市民参加オーロラ監視ネットワーク→地球を検出器に！

地球規模でのオーロラの広がりを、投稿直後に自動で物理的にマップする（来年度）



オーロラ観測基地局＠カナダ・アラスカ地域

スマホ操作で撮影することで、写真のexifにGPS情報（日時・場所）が自動的に残る！
市民からのデータの集め方は、アプリからの投稿に#aurora4dをつけてもらうだけ！！



星座から自動で座標を取得可能



オーロラはどこまで広がるか？

横山・上出 1998の曲線。
粒子エネルギー∝磁気圧



地磁気極は動く
100年単位でオーロラや宇宙災害が世界各地に与える影響が大きく変わる

世界発生分布は、当時の
地磁気と整合的か？



２．時間表示「タイムライン」：古典オーロラ・アーカイブ

「宋」のデータベース入力が完了。拡大していくと11年周期が見えてくる
赤気カタログが増えるにつれて、時間軸の全体像が見渡せるようになる

宇宙の年表が歴史に加わり、人の心が豊かになる。
これも市民参加型に！マップと組み合わせて“4D表示”したい。





国文学研究資料館による大規模学術フロンティア事業「日本語の歴史的典籍の国際共
同研究ネットワーク構築計画」のニューズレター「ふみ」第５号(2016年1月発行）に掲載。
http://www.nijl.ac.jp/pages/cijproject/newsletter_fumi_new.html





清の歴史書(清史稿)からオーロラ関連記述を抜き出し、
月齢などを調べる事で、計20例のオーロラ候補を発見

オーロラ？

西欧側の記録(Fritz 1873)と合致する
記録が１４例(左図、黒縞のもの）

新月近辺、
6例がオーロラ
候補（上図、白
縞のものの内、
両端のもの）

月齢を調べる事で、マウンダー極小期
の頃にオーロラ候補が3例見つかった。
(右図、緑線: 1650年 1667年 1679年)

オーロラ候補、
西欧側に記録

オーロラ候補、
月齢分析により

記録数 (彗星
疑惑を除く)

マウンダー
極小期

ダールトン
極小期

オーロラ？

幻月？

太陽黒点数
（GSN)



展開具体例：1582年「赤氣」
本能寺の変

Miyahara et al. (2007)

「極大期に炭素14が減る」

磁気嵐の物理の観点から
は、太陽活動の極大期か
下降期かの特定が重要

→必要に応じて炭素14を
高精度で検証可能（宮原）



第1回全体会議

• 午前

• 片岡龍峰（極地研）：オーロラと人間社会の過去・現在・未来

• 磯部洋明（京大）：古文献中のオーロラと太陽黒点の記録

• 早川尚志（京大）：「白虹」をめぐって～日中記録の検討を通して～

• 鈴木秀彦（明治大学）：デジタルカメラが貢献できるオーロラ科学

• 坂口歌織（情通機構）：ネットワークカメラとオーロラ予報

• 武居雅子（国文研）：赤気事例の書き下しと解説

• 午後

• 小野里奈（カレイドスタイル）：Aurora4Dウェブサイトの構築計画

• 岩橋清美（国文研）：江戸の在村知識人と天文現象

• 宮岡宏（極地研）：北極・南極域で実施している全天オーロラモニタリング

• 宮原ひろ子（武蔵野美大）：氷床中のフレアイベントと年輪中の黒点長期変動

• 玉澤春史（京大）：近世・近代のオーロラ記述調査の予備検討

• 藤原康徳（総研大極域科学専攻）：直方隕石の落下年代について

日時：2015年7月17日 10時～18時
場所：極地研究所3階セミナー室（C301）

参加者：片岡、武居、岩橋、鈴木、宮原、早川、磯部、玉澤、小野、宮岡、坂口、藤原



第2回全体会議

• 10:00-11:00 古典籍とSNSを使ったオーロラ研究（片岡、磯部）

• 11:00-11:30 中国文献による赤気研究まとめ（玉澤）

• 11:30-11:45 清史稿の『氣』などは本当にオーロラの記録？（河村）

• 11:45-12:00 白気はオーロラか？（早川）

• 12:00-12:15 コメント・アドバイス（寺島）

• 13:00-13:30 盛岡藩家老席日記・江戸時代の赤気と白気・六国史以降の調査（岩橋）

• 13:30-13:45 続・日本天文資料（藤原）

• 13:45-14:00 赤気研究用語の統一（北村）

• 14:00-15:00 総合討論

• 15:30-16:00 市民参加のためのオーロラ4Dウェブサイト（小野、片岡）

• 16:00-16:30 むかしオーロラハンター読書会と都心で公開シンポジウム（山本）

• 16:30-17:30 総合討論

日時：2015年12月22日（火） 10:00-17:30
場所：国立極地研究所 C301会議室

参加者：片岡、磯部、寺島、山本、岩橋、北村、武居、早川、河村、玉澤、藤原、内田、小野、宮原



これまでに見出した発見と疑問

• 「赤気」よりも「白気」が多い。なぜか？
• 超巨大磁気嵐では低緯度でもカーテン型のオーロラ
が？極限的な磁気嵐とは何か？

• 「白虹」というオーロラの表現があることを同定
• 早川が天文学の雑誌PASJに論文出版済み。

•江戸の日記に新たなオーロラの記述を発見
• 連発する超巨大磁気嵐の例でもある。

• マウンダー極小期にも低緯度オーロラ？
• 本当だとしたら、かなり貴重な発見。



オーロラ4D画像処理ワークショップ

• 議題：

• アラスカ観測のデータ報告とデータ整理

• オープンにするサムネイルデータの効率的な作成

• Astrometry.netを使ってみる

• マッピングの実装について

• 午前の部：

• 片岡龍峰「オーロラ4Dプロジェクトの狙い」

• 小野梨奈「オーロラ4D画像データ表示システムの共有事項」

• 鈴木秀彦「マッピング、オーロラの明るさと人間の色彩感覚、スマホ」

• 田中正行「オーロラ画像処理アドバイス」

• 午後の部：

• 内田ヘルベルト陽仁「astrometry.netの利用とデータ整理」

• 福田陽子「先週のアラスカ写真とTHETA-Sの利用」

• 竹内彰「3地点観測による立体復元」

日時：2016年1月25日（月） 朝10時～
会場：国立極地研究所 3階セミナー室（C301）
参加予定者：片岡、小野、福田、内田、鈴木、竹内、田中、余川、大久保

東工大教員、東大理と東大工の大学院生、武蔵野美大生の参画…



社会発信（テレビ・ラジオ・新聞）

• NHKニュース7 2015.07.18 
• 「くずし字を最新技術で自動解読」（片岡が出演）

• 日本テレビNEWS EVERY 2015.08.05 
• 「くずし字解読 最新技術で歴史が変わる？」（山本が出演）

• TBSラジオ 2015.12.12 
• 「夢☆夢エンジン」（片岡が出演、プロジェクト紹介）

• 読売新聞 2015.12.17
• 「オーロラ写真HPで募集」（片岡のプロジェクト紹介）

• TBSラジオ 2015.12.19
• 「夢☆夢エンジン」（片岡が出演、プロジェクト紹介その2）



国際化、市民参加、新分野創成

•今後の国際化による更なる展開。
• 時空を超える4Dオープン科学（地球をバーチャルに宇
宙環境の検出器に・・・）を実践中。まずは、ウェブサイ
トを英語化することで、世界からのデータ収集で地球規
模の詳細なマップに。

• いまは“平和な”オーロラの研究。メソッドを応用し、自
然災害研究（地震・火山・津波・台風・干ばつ…）への応
用発展も。

•人文系と自然科学系の更なるコラボ。
• 宇宙地球発掘考古学？パレオ・エアロノミー？
• これまで知られていなかった「知」の発見。町おこし、地
域おこし、観光。学校教育への影響も。



クローズな研究会x3
→H28はオープンに





新手法と社会的な意義の発見

• 市民参加で新発見できることが証明された。
• 鎌倉時代に「北斗七星にかかり淡く広がる白気」

• 老若男女の幅広さ、市民参加はネットだけではない。
• 終了後、多くのお年寄りから「今日はきて良かった、ありがと
う」と声をかけていただきました。今回、グループで活動する
ことで、お年寄り同士が友達になりました。また、なかには家
で予習をしてきて、となりのお年寄りに教えてあげたりして、
人の輪がひろがりました。

• 高校生グループは「もっと漢字がよめたら、できるんだけど」
言っていました。現在、高校では古文・漢文は必修ではあり
ません。そうした高校の教育の問題点、真のグローバル教
育のあり方も見えてきたかと思います。



まとめ

• オーロラ4Dプロジェクトが始動して１年が経過
• 総研大・学融合共同研究「オーロラと人間社会の過去・
現在・未来」として、来年度も継続する研究課題

•文理融合、市民参加、を実践して考察している
• 国文研、大学との異分野連携

• ネット社会、地域貢献、学校教育

•興味・技術のある方、ぜひ助けて下さい


